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Ⅰ 研究 の成果(1000字 程度)

(図表 も含 めて分か りやす く記入の こと)

1.光 導電性材料の構築

D-,L-交 互環状ペプチ ドは,多 重水素結合 によ り

集積化 し,チ ューブ状構造体を形成す るこ とが知

られている,当 研究室では リシン,グ ルタ ミン酸

といった静電相互作用部位を導入す ることで,そ

の会合体にお ける個々のユニ ッ トの配向制御 を試

みてい る.本 実験では異なる電荷配置をもっ2種

類の配列に,光 導電性 をもつ ピレンを導入 した環

状ペ プチ ドの設計をお こなった.よ り密に ピレン

を配列 させ るこ とで,高 い光導電性 の発現を 目指

した.

固相合成 により環状ペプチ ドを得た後,バ ソファー 中(pH7.4)で チューブ構造形成 をお

こなった.チ ューブ状構造形成の確認は透過型電子顕微鏡に よりおこない,2種 のペプチ

ドにおけるピ レンの空間配置 が異なることは,分 光学的測定に よりお こなった-光 導電

性測定は,20μm間 隔の櫛歯電極にペプチ ドのバ ッファー溶液 を滴下,乾 燥 させたサン

プル を用い,光 源 として超高圧水銀 ランプを使いお こな った.AP1,BP1と もに光源の

熱 による応答は見 られ たが,光 による応答 は見 られなかった.良 好 な結果が得 られなか

った原因 として,光 源 の熱対策がお こなえていないこと,電 極間隔が大き くサ ンプルが

電極間 を繋 げていない可能性 があげ られ,良 好な結果 を得 るためには,測 定系の改善が

必要であることが分かった.

2.環 状ペプチ ド触媒の構築

一般 に酵素様触媒 は基質認識部位 と反応部位 か ら成 り立 ってお り
,い かに効率的 に基

質を認識 し,反 応するかが重要 となる.本 研究では

多点で基質 を認識 しうる環状ペプチ ドに着 目し,コ

ンビナ トリアル的手法であるファー ジディスプ レイ

法を用いて,多 くのペプチ ド配列の中か ら基質認識1

能 をもつペ プチ ド7種 を取 り出 した.こ れ らペプチ

ドをFmoc固 相合成法により合成を行い,基 質反応

部位 としてフラビンを結合 させたBPep-Flaを 合成

した、現在の所,1時 間におけるBPep-Flaと 基質

との反応速度は,フ ラビンを用いた時の1.4倍 であ

る ことが確認 され た.
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Ⅱ(1)学 術雑誌等に発表 した論文A(掲 載 を決定 され たものを含む.)

共著の場合、申講考の役制 を記載すること.

(著者、題名 、掲載誌名、年月、巻号、頁 を記入)
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Ⅱ(2)学 会 において申請者が口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員の氏名)、 題名、発表 した学会名 、場所、年月を記載)

1)室 田 和敏,坂 本 清志,工 藤 一秋,静 電相互作用 を用 いたD,L-交 互環状8

残基ペプチ ドの会合制御,第20回 生体機能関連化学 シンポジウム若手フォー

ラム,岡 崎カ ンファレンスセ ンター,2005年9月16日

2)室 田 和敏,坂 本 清志,工 藤 一秋,静 電 相互作用を用いたD,L-交 互環状8

残基ペプチ ドの会合制御,第20回 生体機能関連化学 シンポジ ウム,名 古屋市

立大学薬学部,2005年9月17、18日


